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救援基金募集のお知らせ救援基金募集のお知らせ救援基金募集のお知らせ救援基金募集のお知らせ    

本会では、国内外における災害救援や人道的支援に対して、緊急且つ迅速な対応をす

べく「救援基金」を常時開設しております。 

 

つきましては、加盟団体・全国のご寺院・檀信徒・門徒、そして宗派・宗教を超えて、

みなさまからの温かい浄財をお寄せいただければ、幸いでございます。 

 

【郵便振替】 

振込先 口座番号：00110-9-704834 

口座名義：全日本仏教会救援基金 

 

※銀行振込をご希望の場合、全日本仏教会財務部までお問い合わせください。 
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第７回東日本大震災支援検討会議開催（本会会議 ） 

検討委員会委員５名中２名出席 

〔議題〕 

・ 回会議からの 事項について 

・第５次支援活動の報告について 

・今後の取り組みについて 

〔支援方針確認事項〕 

・仏教 ワー （ ） の について、 

の「 災ガイド 」 回 ３ 部に 

対し本会より 120 万円を し、 については  

が支出して で回収する 

第８回東日本大震災支援検討会議開催（本会会議 ） 

検討委員会委員５名中５名出席 

〔議題〕 

・ 回からの検討事項について 

・今後の取り組みについて 

・ ラ ーム の提案 

〔支援方針確認事項〕 

・全日本仏教 年会 の （ 仏教 年 

グラム の ）について、本会救援基金より 

150 万円の をし、 て 賛団体として する 

・第６次支援を、 25 年 4 月 1 日から 月 31 日までの 

に行わ た、募集要項に該当する事 を対象に す 

る。申請受付締め りは 25 年 9 月 30 日とする 

日本仏教 会 学会第 4 回大会 ン ム「災 支

援と仏教 会 の 題 東日本大震災の検 から 」に

事務総 から として 。「東日本大震災 災

地支援 けた本会の取り組みと経 」を  

第 回東日本大震災支援検討会議開催（本会会議 ） 

検討委員会委員５名中３名出席 

〔議題〕 

・第６次支援の について 

・今後の取り組みについて 

・ ラ ーム 検討 

〔支援方針確認事項〕 

・第６次支援の について 

 １．支援２について 2件の申請を受理し、30 万円を上 

限に支援をする 

２．支援３について 2件の申請を受理し、10 万円を上 

平成平成平成平成 25252525 年年年年４４４４月月月月１１１１日以降日以降日以降日以降のののの本会本会本会本会のののの取取取取りりりり組組組組みのみのみのみの経過経過経過経過についてについてについてについて    
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9 月 20 日 

 

9 月 30 日 

 

 

10 月 23 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 月 1 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

26 年 2 月 25 日 

限に支援をする 
「 災者 活支援等 の推 に関する基本 な方針

（案）」に対する意見書を に提出 

第６次支援申請受付終了 

・支援団体総数 55 団体 

・支援金総額  10,72 ,000 円 

第 10 回東日本大震災支援検討会議を開催（本会会議 ） 

検討委員会委員５名中４名出席 

〔議題〕 

・第６次支援について 

・今後の取り組みについて 

・ ラ ーム 検討 

 第 7 次支援について 

 次年 以 の支援について 

〔支援方針確認事項〕 

・第６次支援の について 

１．支援２について 29 件の申請を受理し、30 万円を上 

限に支援をする 

２．支援３について 2 件の申請を受理し、10 万円を上 

限に支援をする 

・今後の取り組みについて 第 7次支援について 

第６次支援と同じ内容で、 き き第７次支援を す 

る。 25 年 9 月 1 日から 2 年 1月 31 日までの 

に行わ た事 が対象で、申請受付締め りは  

2 年 2 月 10 日とする 

第 11 回東日本大震災支援検討会議を開催（本会会議 ） 

検討委員会委員５名中５名出席 

〔議題〕 

・ ラ ーム（災 情報 の場）について 

  題者 

   場 （大 大学大学 教 ） 

   （金 大学 期大学部教 ） 

   （ 大学 教 ） 

・次年 以 の取り組みについて 

〔支援方針確認事項〕 

・ ラ ームについて、いた いた意見を基に、今後  

して検討していく。 

・次年 以 の取り組みについて、3月末で東日本大震災 

支援検討会議を終了し、4月から たに「支援検討会議」 

を立 上げる 

第 12 回東日本大震災支援検討会議開催（本会会議 ） 
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      2 月 10 日 

 

 

      3 月 19 日 

検討委員会委員５名中

検討委員会委員５名中４名出席 

〔議題〕 

・第７次支援について 

・今後の取り組みについて 

〔支援方針確認事項〕 

・第７次支援について 

１．支援１について内容確認等を行う。支援対象に該 

当することが確認できた場合は、各委員に報告をし 

たうえで 100 万円を支援する（１件）＊提出書類 

が揃わなかった為検討後却下 

２．支援２について８件の申請を受理し、30 万円を上 

限に支援をする 

３．支援３について 23 件の申請を受理し、10 万円を上 

限に支援をする 

・今後の取り組みについて 

１．東日本大震災支援検討会議が本年 3 月末をもって     

終了することを受け、第 31 期からは、より幅広く・ 

迅速に支援活動ができるように、本会救援基金規程 

に基づいた「支援検討会議」（以下「検討会議」と 

いう）を設置する。 

２．検討会議の委員は事務総長が推薦した学識経験者 

10 名以内とする。 

 ３．検討会議の議長は事務総長とする。 

４．検討会議は、救援基金からの支援金拠出検討の 

他、支援活動をしている仏教団体からの情報収集、 

支援計画の立案等を行う。また必要に応じて、さら 

に掘り下げた検討をするための小委員会（ワーキン 

グチーム）の設置等を行うことができることとする。 

５． 支援金については本会救援基金より拠出する。なお 

東日本大震災に関する募金及び支援金は本年 3月 

末で締め、残余の寄附金は本会救援基金に組み込む。 

 ６． 検討会議の事務所管部署は全日本仏教会財務部と  

   する。 

 ７．上記内容及び支援検討会議規程（案）を 5月 22 日 

開催予定の第 7回（第 31 期第 1回）理事会に上 

程し、理事の賛同を得る。 

第７次支援申請受付終了 

・支援団体総数 31 団体 

・支援金総額  3,942,000 円 

「地区防災計画ガイドライン（案）」に対する意見書を内  

閣府に提出 
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東日本大震災被災地支援へ向けた本会の取り組みと経過東日本大震災被災地支援へ向けた本会の取り組みと経過東日本大震災被災地支援へ向けた本会の取り組みと経過東日本大震災被災地支援へ向けた本会の取り組みと経過    

第１次～第第１次～第第１次～第第１次～第７７７７次支援について次支援について次支援について次支援について    

 

本会では、2011（平成 23）年 3 月 11 日の東日本大震災発生後、本会救援基金に寄

せられた義援金をもとに、被災地支援として支援金を拠出してまいりました。平成 26

年 1 月 31 日までに第 1 次から第 7 次までの支援を実施し、支援総数 971 件・総額 1

億 2272 万円の支援をいたしました。第 1 次第 2 次支援分と、第 3 次から第 5 次支援

分については既に中間報告書にまとめご報告をいたしました。今回は第 6次・第 7次

支援分についてご報告いたします。今回は、従来の支援に加え、被災地における再生

可能な自然エネルギー事業が新たに支援対象に加わりました。詳細は下記のとおりで

す。 

尚、東日本大震災支援検討会議は平成 26 年 3 月末をもって終了します。第 31 期か

らは、本会救援基金規程に基づいた「支援検討会議」を設置し、より幅広く・迅速に

支援活動ができる体制を整えて、支援活動に取り組んで参ります。 

 

第６次支援活動 

支援対象  平成 25 年 4 月 1 日から 8月 31 日の間に実施された事業で、下記の 

項目に該当するもの（平成 25 年 9 月 30 日申請受付締め切り）。 

 

１．寺院（住職、僧侶等）が主体となって被災地域住民のために行われる、 
被災地における再生可能な自然エネルギー事業（太陽光、風力、バイオ 
マス、小水力等の発電）への支援＜事業 1＞、被災地の子どもを対象と 
した保養事業への支援＜事業 2＞、被災地支援活動＜事業 3＞について 
支援 

２．予算総額 3,000 万円。上限額については 

（１）事業 1：1 件につき事業経費の 50％、100 万円を上限に支援 

（２）事業 2：1件につき事業経費の 50％、30 万円を上限に支援 

（３）事業 3：1件につき事業経費の 50％、10 万円を上限に支援 

３．申請は、本会が用意した書類に必要事項を記入し提出。＜事業 1＞につ 
いては支援申請書、事業実施計画書、事業予算書を、＜事業 2・3＞に 
ついては、支援申請書兼報告書、事業決算書をそれぞれ提出 

４．支援金の支出は、支援検討会議での議を経て支出 
 

第７次支援活動 

 支援対象  平成 25 年 9 月 1 日から平成 26 年 1 月 31 日の間に実施された事業 

で、対象・内容等は第 6次支援に準ずる（平成 26 年 2 月 10 日申請 

受付締め切り）。 
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 　　　　＜東日本大震災支援報告＞

義援金総額義援金総額義援金総額義援金総額 412412412412 件件件件 ¥142,914,979¥142,914,979¥142,914,979¥142,914,979

34343434 件件件件 ¥1,866,051¥1,866,051¥1,866,051¥1,866,051

支援金総額支援金総額支援金総額支援金総額 971971971971 件件件件 ¥122,720,000¥122,720,000¥122,720,000¥122,720,000

88888888 件件件件 ¥17,370,000¥17,370,000¥17,370,000¥17,370,000

救援基金残高救援基金残高救援基金残高救援基金残高 ¥36,736,684¥36,736,684¥36,736,684¥36,736,684

＜第一次緊急支援＞

第一次緊急支援　総計 295 件 ¥45,650,000

1.公的機関 6 件 ¥16,600,000

イ.日本赤十字社 ¥11,600,000

ロ.BNN（仏教NGOネットワーク） ¥5,000,000

2.直接支援団体 196 件 ¥19,750,000

3.直接支援寺院 93 件 ¥9,300,000

＜第二次支援＞

第二次支援　総計 293 件 ¥30,200,000

1.福島県仏教会（原子力発電所事故対応支援） 1 件 ¥1,000,000

2.被災寺院への直接支援 292 件 ¥29,200,000

112 件 ¥11,200,000

100 件 ¥10,000,000

　　 ＜第五次支援＞

83 件 ¥8,300,000

　　 ＜第六次支援＞

55 件 ¥10,728,000

　　 ＜第七次支援＞

31 件 ¥3,942,000

　　 ＜その他支援＞

その他支援　総計 2 件 ¥2,700,000

1 件 ¥1,200,000

1 件 ¥1,500,000

平成26年3月31日現在

1.「寺院備災ガイドブック」支援

2.「国際仏教徒青年交換プログラム」支援

1.被災地で活動するボランティア支援

1.被災地で活動するボランティア支援

（被災者の域外活動支援も含む）

1.被災地で活動するボランティア支援

（被災者の域外活動支援も含む）

(平成２５年度義援金)(平成２５年度義援金)(平成２５年度義援金)(平成２５年度義援金)

(平成２５年度支援金)(平成２５年度支援金)(平成２５年度支援金)(平成２５年度支援金)

（被災者の域外活動支援も含む）

<第三次支援>

1.被災地で活動するボランティア支援

＜第四次支援＞

1.被災地で活動するボランティア支援

（被災者の域外活動支援も含む）
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　　　　                                                                      　（敬称略）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

他２件　匿名寄付

平成25年度『救援基金』寄付者芳名平成25年度『救援基金』寄付者芳名平成25年度『救援基金』寄付者芳名平成25年度『救援基金』寄付者芳名

瑠璃山　醫光寺（徳島県）（４回目）

小千谷市仏教会（新潟県）（５回目）

（株）巧芸社内現代佛教美術展

町屋光明寺　住職　大洞龍徳（東京都）

駒込学園　台星会

佐野友則

駒込学園

千葉市仏教会（千葉県）（２回目）

齊藤清美（親類一同）（７回目）

小千谷市仏教会（新潟県）（６回目）

此花区仏教会（大阪府大阪市）（２回目）

港区仏教会（大阪府大阪市）（２回目）

芝学園同窓会

栗沢仏教会（北海道岩見沢市）（３回目）

株式会社　わらび座

埼玉葬祭業協同組合

齊藤清美（親類一同）（１０回目）

齊藤清美（親類一同）（８回目）

福岡県仏教連合会

齊藤清美（９回目）

全日本仏教徒会議　会場募金

小千谷市仏教会（新潟県）（７回目）

ずゞや株式会社

齊藤清美（親類一同）（１１回目）

神奈川県葬祭業協同組合

大蔵寺（神奈川県）

新潟県仏教会

寂光院（愛知県）

玉林寺（東京都）(２回目）

茨城県仏教会

菊川市仏教会菊川支部（静岡県）（３回目）

金蔵院　眞田有快（神奈川県）（２回目）
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藤沢町

一戸町

洋野町

軽米町

岩泉町

山田町

大槌町

住田町

平泉町

金ケ崎町

西
和
賀
町

矢巾町

紫波町

岩手町

葛巻町

雫石町

九
戸
村

野田村

普代村

田野畑村

滝沢村

奥州市

八幡平市

二戸市

釜石市

陸前高田市

一関市

遠野市

久慈市

北上市

花巻市

大船渡市

宮古市

盛岡市

岩手県

岩手県

第6・7次　被災地支援活動団体分布図

 陸前高田市 
⑥−３−９　
⑦−３−12

 大船渡市 
⑥−３−９　
⑦−２−４　⑦−３−12

 花巻市 
⑦−３−２

 紫波郡 
⑥−２−４

 田老町 
⑥−３−25

 釜石市 
⑥−２−６　
⑦−３−２　⑦−３−４　
⑦−３−15

 大槌町 
⑥−２−６　⑥−３−21　
⑥−３−24　
⑦−３−４　⑦−３−21

 山田町 
⑥−３−10

 八万平 
⑦−３−17

凡　例

例：⑥−３−11（第6次支援3の表組 №11）

　　⑦−３−12（第7次支援3の表組 №12）
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南三陸町

女川町

美
里
町

涌谷町

加美町

色麻町

富
谷
町

大
郷
町大和町

利府町

七ヶ浜町

松
島
町

山元町

亘理町

丸森町

川崎町

柴
田
町

村
田
町

大河原町

七ヶ宿町

蔵王町

大衡村

東松島市

大崎市

栗原市

登米市

岩沼市

多賀城市

角田市

名取市

白石市

気仙沼市

塩竈市

石巻市

仙台市

宮城県

 亘理町 
⑥−３−17　
⑦−３−23

 白石市 
⑥−２−25

 名取市 
⑥−３−６　
⑦−３−20

 仙台市 
⑥−２−11　⑥−２−27　⑥−３−６　
⑥−３−16　⑥−３−22　⑦−３−６　
⑦−３−12　⑦−３−13　⑦−３−20

 石巻市 
⑥−３−２　⑥−３−３　
⑥−３−４　⑥−３−14　
⑥−３−18　⑥−３−20　
⑥−３−23　⑦−３−１　
⑦−３−７　⑦−３−14　
⑦−３−17　⑦−３−19

 七ヶ浜町 
⑥−３−５

 多賀城市 
⑥−３−16

 東松島市 
⑦−３−20

 女川町 
⑦−３−９

 牡鹿郡 
⑥−３−２

 気仙沼市 
⑦−３−９
⑦−３−22

宮城県

凡　例

例：⑥−３−11（第6次支援3の表組 №11）

　　⑦−３−12（第7次支援3の表組 №12）

 南三陸町 
⑥−３−７　⑥−３−19
⑦−３−11
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新地町

浪江町

双葉町

大熊町

富岡町

楢葉町

広野町

小
野
町

三春町

古殿町浅
川
町

石川町

塙町

矢祭町

棚倉町

矢吹町

会
津
美
里
町

金山町
三
島
町

柳
津
町

会津坂下町 猪苗代町磐梯町

西会津町

南会津町

只見町 下郷町

鏡石町

川俣町

国見町
桑折町

飯舘村

葛尾村

川内村

平
田
村

玉川村

鮫
川
村

中
島
村

泉
崎
村

西郷村

昭和村

湯川村

北塩原村

檜
枝
岐
村

天栄村

大
玉
村

本宮市

伊達市

南相馬市

田村市

二本松市

相馬市

喜多方市

須賀川市

白河市
いわき市

郡山市

会
津
若
松
市

福島市

福島県

凡　例

例：⑥−３−11（第6次支援3の表組 №11）

　　⑦−３−12（第7次支援3の表組 №12）

 いわき市 
⑥−２−４　⑥−２−５　⑥−２−７　
⑥−２−８　⑥−２−10　⑥−２−12　
⑥−２−17　⑥−２−24　⑥−２−26　
⑥−２−29　⑥−３−１　⑥−３−13
⑦−２−７　⑦−２−８　⑦−３−５　
⑦−３−８　⑦−３−10

 白河市 
⑥−２−27　⑥−２−28　
⑥−２−29

 須賀川市 
⑥−２−４　⑥−２−12
⑥−２−26　⑥−２−28
⑦−２−７　⑦−２−８

 南相馬市 
⑥−２−２　⑥−２−19
⑥−３−11　⑥−３−15
⑦−３−３　⑦−３−10

⑦−３−18

 相馬市  
⑥−２−25 ⑦−３−12

 新地町  
⑦−３−12

 広野町 
⑥−２−14

 樽葉町 
⑥−２−13

 泉崎村 
⑥−２−17

 川俣町 
⑦−３−14 河沼郡 

⑥−２−14

 会津美里町 
⑥−２−７
⑥−２−13
⑥−３−１

 会津若松市 
⑦−２−８

 田村市 
⑥−２−14
⑥−２−25

 中島村 
⑥−２−１
⑥−２−20

 飯舘村 
⑥−２−21
⑦−３−18

 本宮市 
⑥−２−11

 北塩原村 
⑥−２−26

 喜多方市 
⑥−２−26

 双葉郡  
⑥−２−23

 国見町 
⑥−２−１　⑥−２−15　⑥−２−20
⑦−２−１　⑦−２−３　⑦−３−10

 二本松市 
⑥−２−５　⑥−２−９　⑥−２−17　⑥−２−18
⑥−２−26　⑥−２−28　⑥−３−12　
⑦−２−２　⑦−２−６　⑦−３−６　⑦−３−17

 郡山市 
⑥−２−１　⑥−２−３　⑥−２−４
⑥−２−５　⑥−２−10　⑥−２−11
⑥−２−12　⑥−２−14　⑥−２−15
⑥−２−16　⑥−２−19　⑥−２−20
⑥−２−24　⑥−２−26　⑥−２−28
⑥−２−29
⑦−２−１　⑦−２−３　⑦−２−８

 伊達市 
⑥−２−５　⑥−２−14　⑦−３−５

 福島市 
⑥−２−１　⑥−２−５　⑥−２−９　⑥−２−10　⑥−２−11
⑥−２−14　⑥−２−15　⑥−２−16　⑥−２−19　⑥−２−20
⑥−２−22　⑥−２−24　⑥−２−26　⑥−２−27　⑥−２−28
⑦−２−１　⑦−２−３　⑦−２−５　⑦−２−８

福島県
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東日本大震災　第６次支援　支援団体一覧

（平成２５年４月１日～８月３１日）

支援２　被災地の子どもを対象とした保養活動への支援

№ 団体名 子ども達の居住地域

浄土真宗本願寺派

ア ス 日高

福島県福島市・郡山

市・伊達郡 町・

西白河郡 島村

2

浄土真宗本願寺派

動法

I O

福島県南相馬市 住

者（原町区・ 島

区）、 市内

ランド応 設住

浄土真宗本願寺派

東京教区 都

福島県郡山市

4

浄土宗

本山 院

おてつ 運動本部

福島県いわき市（

台高 ・ ・

町）・須賀川

市 屋 里・郡山市

、 県 波

郡 波町

5

真宗大谷派能登教区

青少年小委員会

福島県福島市・伊達

市・郡山市・二本松

市・いわき市

6

高野山真言宗

イン ーキャンプ

くおか実行委員会

県 石市

設団地、 住居町

設団地、 県大

町 赤 小学校上

4 設

7

浄土真宗本願寺派

京都教区寺 青年 志

地 援ネットワーク

福島県いわき市 い

わき市高

応 設、福島県会

里町 宮里応

設

保養場所・保養内容

北海道 流郡 流川 だか高原

本 に 日フリープラン。 プ ンとしてラフ

テ ン 、ヤ り等

浄土真宗本願寺派山 院、聞法会館、京都府

ールハウス、

り大会、カラ 大会、高宮ライ ン ー

ク 馬、ハンカ としやいす取りゲーム、

づくりや川遊び、バーベキュー、 水寺や西本願寺

の諸堂拝

山 県 田市 福寺、山 県 田市 大

寺、 田市 青少年 ンター

野 の 動に のある郡山の子ども達に きる

か り、 の 動しても いたいとい い

野 動を に 動。 登 年につき

山学習と体験を取り れた

浄土宗 本山 院、 賀県大 市青 寺

諸堂参拝・ハイキン ・自然 ・ きの作

やサイン交 等を ての交流

北 市 区 山 院、も 少年自然の家

会、 遊び、 ークラフト作 、肝試し、そ

流し、海水浴、キャンプファイヤー、バーベ

キュー、 ー ラス作製、花火

ラ イスキャンプ場

サ ーキャンプ、花火、子ども の交流会、たこ

き・ きそ 等の

能登リ ート リア 、真宗大谷派能登教区

海 の海水浴、キャンプ、 ームステ

イ、バーベキュー、キャンプファイヤー、 クリ

ー ン、 浴
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東日本大震災　第６次支援　支援団体一覧

（平成２５年４月１日～８月３１日）

支援２　被災地の子どもを対象とした保養活動への支援

№ 団体名 子ども達の居住地域 保養場所・保養内容

8

真言 宗

れ

ランテ ア会

福島県いわき市（小

川町・小名 ・ 南

台・ 本町等）

9

県仏教会

実行委員会

福島県二本松市・福

島市

真宗大谷派

福島こども保養

福島県いわき市・郡

山市・福島市

浄土真宗本願寺派

交流プロジェクト

福島県福島市・郡山

市・本宮市、宮城県

仙台市等

2

浄土宗

くしまっ子

S プロジェクト

福島県いわき市・郡

山市・須賀川市

浄土真宗本願寺派

援を る会

福島県 郡 町

全域・大 郡会

里町、

4

真宗大谷派

福島か 遊びに

おい 高山へ

2 夏 実行委員会

福島県田村市・郡山

市・福島市・ 郡

野町・河 郡・伊

達市等

5 四 地区 宗青年会

福島県福島市・郡山

市・伊達郡 町

熊本県 名市 院 生寺、 水 、 火

海、 島、水俣 ンター、阿蘇 公園、

阿蘇 山、熊本城

水俣 に する学習、 ー 、リュージュ体験、熊

本城 学、ト ッキン 、キャンプファイヤー等

県 田郡 養寺、 県 場市 河

養所

川遊び、バーベキュー、流しそ 、スイカ

り、魚つかみ、 とり、地 高校生との っこ等

の クリ ー ン、本堂 の交流会等

田県 郡 水屋 館、 田県仙北郡 羽山

海水浴、海 の自然学校、夏祭り参加、地域交流、

ネイ ャーゲーム、わ び ュージカル ッ

、 のた の く 策学習会

福 県北 市 寺、福 県 方市 西 寺等

諸堂参拝、 ームステイに る交流、ウォークラ

リー、京都市内 等

山形県山形市 堂、浄土宗 本山 院、 賀県

高島市白

田 と り体験、その 日 り にて休

に お を参加者に 。諸堂参拝、映画村

、海水浴、いかだ作り、カヌー教室、地

との交流会

福島県 郡 ラ イスキャンプ場

ウォークラリー、屋台村、 さ 、花火大

会、クラフト作製

県高山市高山 院、四十八滝公園、

村、高山市内等

魚つかみ、バーベキュー、 浴、高山市内

学、登山、花火、 ンサート等

県 郡いき ス ク公園、インランド ー

リ ート フェス

交流を るゲーム、海水浴、バーベキュー、

、 仏、花火、体験 形 、 島交流体験等
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東日本大震災　第６次支援　支援団体一覧

（平成２５年４月１日～８月３１日）

支援２　被災地の子どもを対象とした保養活動への支援

№ 団体名 子ども達の居住地域 保養場所・保養内容

6

浄土真宗本願寺派

おい イ つ

やすみ実行委員会

福島県福島市（南

町・東 町・

・方木田 等）・

郡山市（大槻町・喜

田町・ 町等）

7

真宗大谷派 宗派

っと福

福島県二本松市・い

わき市・西白河郡

村

8

真宗大谷派

福島の子どもたちと

に す夏休み

園

実行委員会

福島県二本松市（

田、 内、 原

等）、茨城県取 市

野（2 年 、

福島県二本松市 り

居）

9

真宗 寺派

者 委員会

福島県南相馬市

設住 ・郡山

市・福島市

2

宗 野県 宗

所青年会

福島県福島市・郡山

市・伊達郡 町・

西白河郡 島村

2

浄土真宗本願寺派

教区三

福島県 村 住

だった方 、 寺

住 （本願寺派、

村 場 員）の

びか 参加した

方

22

浄土真宗本願寺派

高 教区

策委員会

福島県福島市

2

日 宗

寺 ランテ ア

ループ

イト ーヤ

福島県 郡 野小

学校の 生 、

東（東京・ 馬・茨

城・ ・ ・福

島）か 山 に

している方

福 県 尾町 寺、福 市 川町 西養寺、 川

海水浴場

海水浴、流しそ 、 寺参拝、 体験、

祭の 、 館

熊本県 郡 養所 園、福 県福

市 寺、福 県三 郡 寺、福 県 市

本福寺

プール の水遊び、海水浴、地域散策、花火、バー

ベキュー、 養所 居者との交流等

野県上田市日 寺、 高原、 プリンス テ

ル

自然学校、 遊び、地域市 祭りへの参加、そ

ち体験、子ども の交流会等

島県三 市内各寺院（東 ・浄 寺・ 寺

等）

の塩 き体験、 会、 ームステイ、カヌー体

験、そ ち、 法 参加と り

福 市 地区 山町・ 町・ 町・ 谷町

川遊び、 取り、バーベキュー、ハイキン 、海水

浴、そ ち体験、地 の子ども達との交流等

山 県北 摩郡山 県 八 少年自然の家、山

県甲府市 寺

自然散策、プラネタリウム、運動会ゲーム、 ル

ール館等の 学、バーベキュー、花火、 行参

等

山県 水郡ト 運 年 会館、 山県高 市・

水市・ 市等の寺院

ストファ リーとの交流会、海水浴、遊 等に

る 山 遊、バーベキュー等

北海道 張郡 寺、 小学校、 カ ーラ

ハウス

ジン スカン、 山動 園 学、七 まつり参加、

浴、自然体験、 家への ームステイ等
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東日本大震災　第６次支援　支援団体一覧

（平成２５年４月１日～８月３１日）

支援２　被災地の子どもを対象とした保養活動への支援

№ 団体名 子ども達の居住地域 保養場所・保養内容

24 全日本仏教青年会

福島県福島市・郡山

市・いわき市

25

浄土真宗本願寺派

東京教区少年連盟

福島県田村市・相馬

市、宮城県白石市

26

高野山真言宗

SMRI（サムライ）

福島県福島市・須賀

川市・いわき市・二

本松市・郡山市・喜

多方市・北塩原市、

山形県山形市

27

浄土真宗本願寺派

夏休みお寺ステイ熊本

実行委員会

福島県白河市・福島

市、栃木県宇都宮

市、宮城県仙台市

28

真宗大谷派

「福島のこどもたちを

三重へ」プロジェクト

福島県福島市・二本

松市・郡山市、須賀

川市・白河市

29

浄土真宗本願寺派

たかつき保養キャン

プ・プロジェクト

福島県いわき市・郡

山市・白河市

大阪府高槻市行信教校

プール、サッカー、川遊び、プラネタリウム、楽器

作り、花火等

茨城県猿島郡さしま少年自然の家

筑波山登山、神社参拝、交流ゲーム、キャンプファ

イヤー、バーベキュー、プール遊泳等

築地本願寺伝道会館、東京タワー

プール遊泳、ウォークラリー、ゲーム、クラフト作

製、諸堂参拝等

石川県小松市・羽昨市・七尾市の各施設（里山自然

学校こまつ滝が原、今江町南会館、西俣自然教室、

能登青少年交流の家等）

カヌー、海水浴、運動会、夏祭り参加、いかだ体

験、肝試し、野生いるかECOツアー、映画づくり等

熊本県各寺院（宇土市・熊本市・阿蘇市等）、

阿蘇ファームランド、聞法会館

各寺院にて保養、運動公園にて練習、ソフトテニス

部がインターハイへの参加及び応援。各寺院と参加

者が話しあい、それぞれのプランにて保養。プール

等の水遊びを希望する参加者が多かった

伊賀、名張（忍者屋敷、上野市街、赤目四十八

滝）、伊勢、鳥羽（県内寺院、伊勢神宮、スペイン

村等）、志摩（ともやま公園キャンプ村）

忍者屋敷体験、市街散策、花火大会、魚つかみ取

り、バーベキュー、希望者に甲状腺検査等
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東日本大震災　第６次支援　支援団体一覧

（平成２５年４月１日～８月３１日）

支援３　被災地における支援活動

№ 団体名 支援先・支援内容

浄土真宗本願寺派

ーラ

いわき市 町・会 町宮 　 仮設 、

ーラ 会員 の子供 名 クロバ にて 県

市よ 県のキ ンプ場 町・会 の子供 に

キ ンプに参 、交流・交

2

東京都仏教 合会

仏教会ボランティ

ア会

宮城県 郡 新田 4仮設

宮城県石巻市 石巻バ 東仮設 ・ 仮設

会、 ラ 大会、 、 き 、 き 、 ランク ト、

プコーン等の食 、 て支援 、 に

3

真宗大谷派

人

ボランティア ト

東 本大

支援 る会

宮城県石巻市 町　 公園仮設 ・ 仮設

宮城県石巻市山崎 仮設

炊き出し及び の提供等

4

真 宗 山派

寺

宮城県石巻市中

寺子屋　レクリエーション　念 　 　

5

真宗大谷派

名 屋の

宮城県 町　第 ー 仮設 会 ・仮設プレ

町内の 仮設

仮設 の ・ロー ク 念 、 　 サー 　お茶

ー の提供

6

浄土真宗本願寺派

野教

ーラ 野

宮城県名 市　 田 学校 ラ ン ・名 市市 支援センター

宮城県 市　 町4 公園仮設

提供、 子 ー 大会、心の ア、　高校 による子 の

交流会、 き 　サ ク 演奏

宗

仏教 会

宮城県本 野郡　 石 会

き 　選別 　 ベント会場の設 　 ランク ト

　 き　 ー 　 き 　 ー 　 ラ 　子供

ー コー ー設

曹洞宗

山 県第 宗

ボランティア 会

宮城県本 郡 野沢団地仮設 の仮設

内地方の茶 子 手 の 参し、 提供　

い の に

浄土宗 山 寺派

寺

岩手県 高田市　高田高校第2 ラン 仮設 ・ の 仮設

岩手県大 渡市　 沢仮設

し 人々に 内 　 別

岩手県曹洞宗 会

岩手県下 伊郡山田町内にて

山田町 行 　 　 願 　 せ コンサートに

よる 支援
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東日本大震災　第６次支援　支援団体一覧

（平成２５年４月１日～８月３１日）

支援３　被災地における支援活動

№ 団体名 支援先・支援内容

宗 教 会

県 市　 仮設 　 市の 地

お茶 コー ー等 出し、

2

浄土真宗本願寺派

来 寺

県 本 市の仮設4

の手 い　お抹茶の接待　茶 会　プランターの の

設 の交流

3

浄土宗 教

会

県いわき市 中 高 第 仮設 の仮設

る において ボランティア 行

4

真 宗 派

山　大 院

宮城県石巻市大 、 山 の 、仮設 第 団地 会

等

写 会　 写 　 　お茶っ 　出 寺子屋

5

浄土真宗本願寺派

支援 ト

ーク・ 山

県 市 　 寺

炊き出し　 　 沢 　お酒　 ー 　 提供　 　

　おわ

6 宮城県曹洞宗 会

宮城県 城市　 城公園野球場　 城中学校　山 市 地

宮城県 市　 仮設

　写 　写仏　

高野山真 宗

宮城県 町、名 市、 市　

　 　石 アート　アロ 　 　 レン

真宗大谷派

教 ボラン

ティア委員会

宮城県 町名 地 仮設

炊き出し、念 、 ン サー

高野山真 宗

高野山

宮城県本 郡 町　 の 仮設

　 子の提供　 による き 提供　 ボランティア

2

曹洞宗

ー ・

宮城県石巻市 　 山寺 園

宮城県石巻市 山町　仮設にっ サン ーク団地

　手 　 　 ン サー 　 クア プ　 ロプラ

ティ ク 術　 　

2

真宗大谷派

教 ボランティア

の会

岩手県 閉伊郡大槌町　大槌第 仮設 　大槌町 第6仮設

大槌町 第5仮設

炊き出し　クリー シ ュー　 き 　バラ き　 ランク ト

ー 　 本酒　 ュー 　野 ープ　 ー ン

22

東 ロ ク

浄土宗 会

宮城県 市　 公園 仮設 　 田町 一 仮設

野

いき の 、 の中 の 及び炊き出し コー

ー、 ュー 、お茶、手 ー の提供
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東日本大震災　第６次支援　支援団体一覧

（平成２５年４月１日～８月３１日）

支援３　被災地における支援活動

№ 団体名 支援先・支援内容

23

浄土宗

心光寺

宮城県石巻市新栄　仮設新栄団地

仮設ボランティア　炊き出し支援　子供遊び広場　居酒屋

24

岩手県仏教会

笑顔いっぱいコンサー

ト実行委員会

大槌町城山公園体育館

沢渡裕兵庫県立芸術文化センター芸術監督の来町に合わせて演奏、コン

サート及び昼食の提供

25

曹洞宗

元プロ野球選手による

野球教室実行委員会

岩手県下閉伊郡田老町　田老第一中学校

元巨人軍選手OBによる野球教室、交流会、レクリエーション、記念写真

撮影

26

真宗大谷派

岡崎別院

東本願寺　大谷中高等学校　岡崎別院

京都近郊に避難されている方々に諸堂参拝、バーベキュー、吹奏楽部に

よる演奏、お琴の演奏、抹茶接待等の提供
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東日本大震災　第７次支援　支援団体一覧

（平成２５年９月１日～平成２６年１月３１日）

支援２　被災地の子どもを対象とした保養活動への支援

№ 団体名 子ども達の居住地域

1

浄土真宗本願寺派

オアシスin日高

福島県郡山市・福

島市・伊達郡国見

町

2

真宗大谷派

でらやっかいな

仲間たち

福島県二本松市

3

浄土真宗本願寺派

北海道教区教務所

福島県福島市・郡

山市・伊達群国見

町・栃木県大田原

市

4

曹洞宗

TEAM PAY

岩手県大船渡市

盛町・三陸町綾里

5

真宗大谷派

福島こども保養基金

福島県福島市南

町・方木田

6

真宗大谷派

福島と名古屋をむすぶ

子ども会 in　東別院

福島県二本松市竹

田

7

浄土宗

災害復興福島事務所

福島県いわき市

中央台高久第一応

急仮設住宅・須賀

川市

8

浄土宗

ふくしまっ子Smile

プロジェクト

福島県いわき市・

福島市・郡山市・

須賀川市・会津若

松市・高久第一仮

設住宅

山形県山形市今塚付近田、上山市 かみのやま温泉

ニュー松尾

稲刈り体験、体育館でのレクリエーション、陶芸体

験等

長野県北安曇郡 ロッヂチロル、長野市 善光寺大本

願宿坊

わさび農園見学、わさび漬け作り体験、スキー教

室、善光寺参拝等

岩手県八幡平市松川温泉郷 森と温泉のコテージ

「プータロ」

キャンプファイヤー、劇やライブ、リアル鬼ごっ

こ、念珠づくり等のレクリエーション。飲食ブース

にて全国各地の名産物を自由に食べられる催しも

行った

浄土真宗北海道教区所属の各寺院にて受け入れ

（北広島市・空知郡・室蘭市・苫小牧市等）

フェリー、バスによる観光、集いによる現地の方々

との交流。３日間は完全に自由行動としており、親

子保養の形で行った

福岡県北九州市 平山観音院、もじ少年自然の家

人形劇、交流会等を通じて子どもたちにゆったりと

した時間を過ごしていただいた。期間中カフェ、居

酒屋等も併設し一般参加も呼びかけ、地域住民との

交流を行った

秋田県由利郡 浄専寺、横手市 桂徳寺

保養活動に３年間参加したこども達が小学校を卒業

するのに合わせ、保養企画を行った。拝観等の文化

交流、スケート体験、雪遊び、交流会等を行った

保養場所・保養内容

北海道沙流郡 国立日高青少年自然の家、沙流川温

泉ひだか高原荘

もちつき、クラフト体験、スキー教室等。夕食等懇

親会の場で傾聴活動を行った

岩手県大船渡市盛町字・気仙郡三陸町

バス移動してのインラインスケート講習会を実施。

レベル分けして各講師が指導。昼食時にはケーキ等

を振るまい交流とリフレッシュをはかる
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東日本大震災　第７次支援　支援団体一覧

（平成２５年９月１日～平成２６年１月３１日）

支援３　被災地における支援活動

№ 団体名 支援先・支援内容

1

曹洞宗

手あわせ の会

宮城県石巻市  仮設住宅、東松島市のびる仮設

被災地 と共に年２ 、 の森を作る の 活動。 はしだ

本を 。い か仮設を出て、 の に を る ができるよ

に を る。ボランティア、仮設の 、市の 等と協 して

活動した

2

浄土真宗本願寺派

女学園大学　宗教

教育 　 女ボラン

ティアネット

岩手県釜石市　大石仮設団地・ 川仮設団地

巻市一 市　いわて いっこ 巻

地域住 と共に の手入 、 しりなどを行い、継続 して なが

りを した。 巻 りの 、 を行い、 体 害者支援団体「わ

た しの会」と交流を行った。２グ ー に か て炊きだし、足

、傾聴ボランティアを行った

3

浄土真宗本願寺派

災害被災者支援ネット

ーク　 山

福島県南相馬市鹿島区　勝縁寺

仮設住宅に入居している を いて交流会を行い、 き、ゲーム大

会等を行った。 会 にて傾聴ボランティアを行った

4

浄土真宗本願寺派

北 教区 勝組

岩手県釜石市　甲子松倉 仮設団地

岩手県大 町　三陸 テ は ぎく

岩手県上 伊 大 町　 リング ロジ クト小 シ ア クトリー

お茶を通じての交流、傾聴。 楽や クレレを通じての交流を行った。

温泉にて保 していただき、 食会を通じての交流、傾聴を行った。

を 用した木 品を作る を見学しスタッ と交流、 入支援

も行った

5

浄土宗

谷 千・ ・

寺

福島県伊達  伊達東仮設住宅飯 会

いわき市中 台 あした んきになあ ロジ クト

仮設住宅にて 、ブラ ス、クッション作りなどを本 的に行 よ に

なったた 、 シン 台を 支援を行った。 た、手 を通じて住

の支 合いを行いたいとい を 、物資の搬送と状況視察を行っ

た。 の状 も話を聞き 、 に計 を行った。

6

真宗大谷派

金 災害支援

ネット ーク

福島県二本松市 田　宮城県仙台市若林区「ニッペリア」 地区仮設

住宅

茶、かき の提供、 ・ストラッ ・ り紙作りの体 を提供。

会による傾聴活動、金 か した野 や 子の支援を行った

7

浄土宗

心 寺

石巻市石巻仮設住宅 谷地 団地

傾聴ボランティア、炊き出し支援、住 との交 会

浄土宗

福島教区浜通り組

青年会

いわき市の各仮設住宅

（中 台高 第一応急仮設住宅、 田応急仮設住宅他計 ヶ所）

「浜 （ る）か 」とい カ を ー ンし、 に傾聴ボラ

ンティアを中心に支援を行った
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東日本大震災　第７次支援　支援団体一覧

（平成２５年９月１日～平成２６年１月３１日）

支援３　被災地における支援活動

№ 団体名 支援先・支援内容

9

浄土真宗本願寺派

震災支援　京都ネット

宮城県気仙沼市 切通住宅・旧新城小学校住宅

宮城県牡鹿郡女川町　堀切山　女川町地域福祉センター

落語会、マッサージ師によるボディケア、傾聴活動、個別の読経ボラン

ティア

10

浄土真宗本願寺派

震災支援ネット

びんご

福島県相馬郡鹿島町　勝縁寺、伊達郡国見町　大木戸仮設住宅、

いわき市好間町　好間保育所　他２ヶ所

物資支援、仮設入居者との交流、傾聴ボランティア、園児へ紙芝居等の

レクリエーション

11

曹洞宗

山形県第三宗務所ボラ

ンティア協議会

宮城県本吉郡南三陸町歌津を中心とした仮設住宅（計14ヶ所）

行茶活動、傾聴活動、支援金の交付、物資の支援、傘縫い等を共同作業

12

真宗大谷派

長浜教務所

宮城県仙台市若林区　仮設住宅

福島県各地（相馬郡新地町、相馬市大野台等）

岩手県各地（大船渡市、陸前高田市）

宮城県仙台市に救援物資を搬送。豚汁及びおにぎりの炊き出し、滋賀県

の特産品を振る舞い傾聴活動を行った。支援物資を手渡しする活動を継

続的に行った

13

真宗大谷派

大谷大学ボランティア

有志

宮城県仙台市若林区「ニッペリア」仮設住宅

炊き出しによる支援、被災地の状況視察。学生との継続的な交流を通じ

こころの交流をはかる

14

浄土真宗本願寺派

空知南組

福島県伊達郡川俣町　農村広場仮設住宅

宮城県桃生郡　三反走仮設住宅

宮城県石巻市　仁風園　仮設住宅大森団地

法話会のあとゲームや傾聴、レクリエーションを行った。震災当時の様

子を聞く等、傾聴活動を行った。ジンギスカン、じゃがバター等の炊き

出しを行った

15

曹洞宗

岩手県宗務所ボラン

ティアセンター

岩手県釜石市甲子町　甲子第７仮設住宅

北上市内のスポーツクラブにバス遠足、簡易体操。ショッピングセン

ターにて買い物と昼食を楽しんでいただいた。温泉入浴の遠足をバス移

動にて行い、マッサージ師によるケアを合わせて行った。傾聴活動を

行った

16

天台宗

佛教青年会福島

千倉応急仮設住宅　定住雇用促進住宅　小池第一応急仮設住宅

傾聴活動、お茶・コーヒー等の提供を行いサロン活動を行った

17

真宗大谷派

NPO法人　災害ボラン

ティアネット

福島県二本松　青空市場、岩手県八万平、

宮城県石巻市の各仮設（旧水浜仮設、飯野川校仮設、山崎前仮設、森林

公園仮設、追波川仮設）

炊き出し、物資運搬、東北合同の子どもの集い、傾聴活動等
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東日本大震災　第７次支援　支援団体一覧

（平成２５年９月１日～平成２６年１月３１日）

支援３　被災地における支援活動

№ 団体名 支援先・支援内容

18

浄土真宗本願寺派

高岡教区ボランティア

福島県相馬郡鹿島町　応急仮設住宅・勝縁寺

飯舘村宿舎　松川第２仮設住宅等

そば、うどん等の各種炊き出し。全戸に正月用の鏡餅を作るためのもち

つきと餅の配布を行った

19

真言宗醍醐派

秋葉山　大宝院

宮城県石巻市築山 たんぽぽの家・石巻市南境字　仮設南境第７団地

宮城県石巻市大街道　大宝院

写経会、伝統行事である「どんと焼き」の実施、お茶による交流、傾聴

活動

20

浄土真宗本願寺派

長野教区

ビハーラ長野

宮城県名取市・仙台市・東松島市の仮設住宅、民間借り上げ住宅（計

９ヶ所）

そば等の炊き出し、音楽活動、マジックショー等のレクリエーション。

傾聴活動

21

真宗大谷派

奥羽教区ボランティア

有志の会

岩手県上閉伊郡大槌町　小槌第４仮設・吉里吉里第５仮設

炊き出し、法話、素人落語会を行い交流をはかった

22

浄土宗

埼玉教区一組

気仙沼を応援する会

宮城県気仙沼市　気仙沼切通　切通仮設・新月中学校住宅・気仙沼公園

住宅

パステルアートによるカラーセラピー、及び茶話会を行い心のケアを

行った。また、お米、カイロ等の生活物資を届けた

23

高野山真言宗

こうやくんカフェ

宮城県仙台市、名取市の仮設住宅

宮城県仙台市太白区　八本松市民センター・八本松児童館・東区集会所

宮城県亘理郡亘理町　旧亘理倉庫

写経、そば打ち体験、講師を招いてのいけばな教室、イメージキャラク

ター「こうやくん」参加のお茶漬けパーティ、リサイクルキャンドルを

利用した万灯会等を開催
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「寺院備災ガイドブック」をぜひ寺院に備えましょう 

 
東日本大震災では、東北地方を中心に 

多くの寺院が、地域の被災者を受け入れ 
る避難所となり、寺院が長い歴史の中で 
説き続けてきた「いのち」と「人と人が 
助け合うこと」の大切さを人々に示す場 
所となりました。同時に、災害と向かい 
合った方々の貴重な意見が、全国の寺院 
へ届いていないという現状もあります。 
 
そんな中、BNN（仏教 NGO ネットワ 

ーク）では、「備災（災害に備える）」を 
テーマに、東日本大震災で被災した、ま 
た避難所となった寺院からの意見をまと 
めた、「寺院備災ガイドブック」を作成し 
ました。寺院固有の備えるべき災害対策 
を中心に、「今、寺院が寺院に伝えたい」 
情報をイラストとともに紹介した一冊に 
なっています。本会も製作に協力し、「救 
援基金」より１２０万円の支援を行いま 
した。 
 
内容は、「備えておけばよかったもの」「苦労したこと」など、寺院目線での備えを具体的

に紹介し、避難所を開設することを想定したマニュアルや、風水害・火山噴火・原発事故

などへの備災知識、怪我への対処法として緊急医療処置法も掲載しております。さらに、

そのまま使用できる避難者名簿や備品チェックリストも掲載されております。 
 
「起こるかもしれない」「まだしていない」寺院の災害の備えとして、本ガイドブックをご

活用いただければ幸いです。 
 
発 行：BNN（仏教 NGO ネットワーク） 
協 力：（公財）全日本仏教会 （公財）仏教伝道協会 （公社）全日本仏教婦人連盟 
頒 価：500 円/1 冊（送料込）    
体 裁：A４版カラー60 ページ 
申込先：BNN ホームページ（http://www.bnn.ne.jp）よりお申込ください 
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仏教系ボランティア団体からの支援活動報告仏教系ボランティア団体からの支援活動報告仏教系ボランティア団体からの支援活動報告仏教系ボランティア団体からの支援活動報告    

 

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

での様々なレクリエーション、地 の 年

会 会等の協力に り子どもたちがのびの

びと過ごす とができた。 ではいまだ

の活動が子どもの に及 す を に

々が く、 談も 。 
（ 県 教会 行 員会 
第 次支援 支援２ No9） 

秋 県にか 市 地区 に

て保養。 のす そ が海 とい 地を か

し「海ステージ」と して海 、海 の自然

（シュ ー リン 、 ヤック、

ート）を行った。 
（真宗大谷派 ども保養  
第 次支援 No.1 ） 

タライにアロ を ったお を り、その中に

を して温まっていただきながらお話を傾聴

する とに って、 しでも心 共にホッとす

る時間を持っていただく。 茶場の設置、ミニ

コン ート等も 設した。 
（高 山真言宗 高 山  
第 次支援 支援３ No.19） 

石巻市 山寺幼 石巻市北 仮設にっ り

ン ーク 地の２ にて りの支援。どちらも

地の 々が を行い、傾聴を とした ン

ッ ージ 落 等の か、 大会の

ートを行った。 
（ 宗 ーム ミ 
 第 次支援 支援３ No.2 ） 
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「自然の家」指導員の協力で午前中はもちつ

き、クラフトなどを体験し午後からはスキー指

導員のもと「スキー教室」を受講、幼児はスタ

ッフと一緒に雪遊び。懇親会では、お母さん達

の話に耳を傾けた。 
（浄土真宗本願寺派 オアシス in 日高 
 第７次支援 支援２ No.1） 

岩手県八幡平の森と温泉のコテージプータロに

て、全国各地の食べ物を楽しめる飲食ブース、様々

なゲームが楽しめるイベントブース等を設置。キ

ャンプファイヤーも行われ、参加者はおもいっき

り遊びまわっていた。 
（真宗大谷派 でらやっかいな仲間たち 
 第７次支援 No.2） 

仮設住宅に十勝の名菓を持参し談話。その後

雅楽やウクレレ演奏を披露し、参加者と共に

歌いリラックスした時間を過ごした。同日、

ホテルにて温泉及び夕食を共にする保養も行

い、フラダンス等レクリエーションを行った。 
（浄土真宗本願寺派 北海道教区十勝組 
第７次支援 支援３ No.4） 

石巻市築山のコミュニティスペースや仮設住宅に

て写経会を 14 回開催し、新年には新春書き初め

大会を行った。心落ち着く時間を過ごしていただ

くとともに、お茶とお菓子をお出しし交流の場を

作った。希望者には個別に傾聴活動を行った。 
（真言宗醍醐派 秋葉山大宝院 
第７次支援 支援３ No.19） 




